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論 文 要 旨       

 

 

指導教員 坂下玄哲 研究室 氏名 陳 嘉元 

（論文題名） 

ポストコロナ時代における混雑感知覚が多様性追求に及ぼす影響 

―制御感に着目して― 

 

 

 

（内容の要旨） 

近年、中国人観光客の訪日旅行は急増しており、日本における観光業界の重要な成長要因として

注目されている。一方、観光客数の増加は観光地の混雑問題を顕著化させ、旅行体験や観光地選択

に影響を及ぼしていることが指摘されている（Jin, Hu, & Kavan, 2016）。特に、新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）の影響から、混雑に対する観光客の意識が変化し、結果として彼らの旅行

行動に影響を及ぼしている。実際、混雑感の知覚が観光客の旅行行動における多様性追求をもたら

すことが先行研究により示されている。 

しかしながら、混雑感知覚と多様性追求の関係に関するこれまでの研究には、いくつかの議論の

相違が見られる。一部の研究では、混雑感が自由感を制約し、選択肢を狭めることによって行動を

抑制する可能性が指摘されている（Li, Cao, & Lu, 2017）。一方、他の研究では、混雑感が心理的

リアクタンスを喚起し、新しい選択肢を模索する多様性追求行動を促進する可能性が示されている

（Hou & Zhang, 2021）。これらの相反する主張により、混雑感知覚の影響メカニズムについてさら

なる検討が求められている。 

本研究は、こうした先行研究の議論の空白を埋めるべく、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動

の相互関係を明確化することを目的とする。具体的には、混雑感が多様性追求行動に与える影響を

検討するとともに、制御感を調整変数として導入し、混雑感による多様性追求行動促進が制御感に

よりどのように変容するかについて、特に心理的リアクタンス理論の枠組みから理論的、経験的に

検討する。 

先行研究によれば、混雑感知覚は心理的負担を引き起こし、個人の行動選択に影響を及ぼすこと

が指摘されている（Li et al., 2017）。混雑感により個人の自由感が喪失され、結果として、心理

的リアクタンス（自由の喪失に対する反応）を喚起し、失われた自由感を補償するために多様性追

求行動が促進される可能性が示されている（Hou & Zhang, 2021）。しかし、個人が元来有する制御

感が高い場合には、混雑感によるこうした負の影響が軽減される一方、制御感が低い場合にはその

影響が強化される可能性がある。これらの知見を基に、本研究では以下の 2 つの仮説を導出した。

すなわち、「H1：混雑感知覚が高まるほど、多様性追求行動が促進される」および「H2：多様性追

求行動について、制御感と混雑感知覚の間には交互効果がある。すなわち、制御感が低い場合には

混雑感知覚が高まるほど多様性追求行動意図が高まるいっぽう、制御感が高い場合は混雑感知覚に

関わらず多様性追求行動意図は高くなる。」である。 

以上の仮説を検証するために、混雑感知覚（2 水準：高混雑度/低混雑度）を被験者間要因、制

御感（2 水準：高制御感/低制御感）を被験者内要因とする実験を実施し、経験データを収集し

た。データ収集は、主に調査コストの観点から、旅行経験のある中国人一般消費者 137名を対象と

した便宜サンプルによるオンライン質問票調査により行った。混雑感知覚の操作に際しては、先行

研究（Kim et al., 2022）を参考に、日本の 3つの観光地を題材とした画像および教示を刺激とし

て使用した。具体的には、被験者 1 人あたり 3 つの観光地を評価し、混雑感知覚を操作するため

に、①「観光地内の人の密集度が高い画像（高混雑度）」と、②「観光地内の人が少ない画像（低

混雑度）」を準備した。それぞれの条件下で、多様性追求行動意図を測定するための質問項目に回

答してもらうと共に、制御感についても測定を行った。制御感については、Ajzen（1991）の尺度

を基に作成した質問項目を用い、多様性追求行動については、Ratner et al.（1999）の尺度を参

考に測定を行った。 



 

 

 

収集されたデータの分析結果から、H1 に関しては、3 つの観光地すべてについて、 混雑感知覚

と多様性追求行動の間に有意な主効果が部分的に確認された。具体的には、高混雑度条件では低混

雑度条件に比べて多様性追求行動が促進される傾向が一部見られたため、H1 は部分的に支持され

た。また、H2 については、多様性追求行動について制御感と混雑感知覚の交互効果が一部確認さ

れ、H2 は部分的に支持された。 具体的には、高混雑度条件が高くなるにつれて多様性追求行動意

図も顕著に高くなる一方、制御感が高い被験者では混雑感知覚の水準に関わらず高い傾向が示され

た。この結果は、制御感が混雑感知覚と多様性追求行動の関係において重要な調整的役割を果たし

ていることを示唆している。 

以上の結果をもとに考察を行い、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動に基づく観光における最

適な戦略の提言を行うと共に、理論的・実務的貢献、研究の限界と今後の展望についてまとめた。 
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第1章 はじめに 

第1節 海外旅行の増加と中国人観光客の訪日動向 

近年、海外旅行を選ぶ人々が増加しており、特に中国人観光客による訪日旅行がこの

10 年間で大きなトレンドとなっている。2010 年代以降、中国人観光客数は急激に増加し、

2019 年には過去最高の約 959 万人が訪日している（観光庁, 2023）。しかし、2020 年以降

は新型コロナウイルスの影響で急激に減少し、2021 年にはわずか 42,239 人まで落ち込ん

だ。その後、2023 年の中国人観光客は 242 万人まで回復している。このことから、日本

は、その地理的利便性や独自の文化、豊富な観光資源によって、中国人観光客の短期旅

行先として非常に人気が高いことが伺える。しかし、観光客数の増加に伴い、観光地で

の混雑問題がますます顕著化している（Jin, Hu, & Kavan, 2016）。混雑感は、観光客の旅

行体験に直接影響を与え、満足度や感情に対しても負の影響を及ぼす可能性が高い（Li, 

Cao, & Lu, 2017）。こうした影響は、文化的背景や旅行の目的によっても異なるが、特に

中国人観光客の場合、混雑によって旅行の快適さが大きく左右されるため、この問題に

対する理解と対応は重要である（Yin et al., 2020）。 

 

図表 1-1：訪日中国人年別推移 

 

出典：JNTO（日本政府観光局）より 

 

第2節 新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、全世界に大きな影響を及ぼした。特に旅

行・観光産業は、移動制限やロックダウン、感染リスクの増大により、多大な打撃を受

けた。2020 年の日本人の国内旅行消費額は 2019 年に比べて約 54％減少し、わずか 10.0

兆円であった（観光庁, 2023）。その後 2021 年にかけて国内旅行消費額は減少し、2022 年

には上昇傾向を示したものの 2019 年と同水準の回復には至らなかった。 多くの人々が旅

行を自粛し、観光地や交通機関は深刻な顧客の減少を経験した。このような状況の中で、

旅行者の行動や心理に大きな変化が生じた。特に、旅行者は感染リスクを避けるために
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混雑した場所を避け、より広々とした空間や人が少ない目的地を好む傾向が強まった

（Hou & Zhang, 2021）。さらに、宿泊施設や交通手段の衛生状態や安全性に対する関心が

大幅に高まり、この変化は観光業者にサービス戦略の再考を促している（Kim & Lee, 

2020）。  

 

図表 1-2：日本人国内旅行消費額の推移（確報値） 

 

出典：観光庁_旅行・観光消費動向調査（2024）より 

 

第3節 ポストコロナ時代の新しい旅行動向 

第1項 多様性追求 

その後、ワクチンの普及や治療法の進展により、世界各地で旅行需要が徐々に回復し

始めた。しかし、コロナ前とは異なる新たな旅行動向が見られ、特に、旅行者は感染リ

スクを避けるために、混雑を避ける傾向が強まっている（Hou & Zhang, 2021）。日本観光

振興協会の 2023 年の調査結果によると、「多様な働き方が定着し、旅行へ行く時期を柔

軟に選べるようになった」と答えた回答者が全体の 15.6％に及んだことから、今後、旅

行の時期が分散していく可能性が考えられる。さらに、多くの旅行者が新しい体験や異

なる選択肢を求める傾向が高まっており、多様性追求がますます重要視されている。

（Yin et al., 2020） 

特にパンデミック以降、旅行者は新しい体験や異なる選択肢を求める傾向が高まって

おり、多様性追求がますます重要視されている（Kim & Lee, 2020）。このような動向は、

旅行者が健康的かつ安全な環境を優先する新たな意識変化の一環として捉えることがで

きる。世界の旅行者の旅行志向を把握するため、日本政策投資銀行 & 日本交通公社の

2023 年の調査結果によると、旅行目的やニーズの多様化、持続可能な観光への意識の高

まり、隠れた名所・新たな目的地や地方への訪問意向等の傾向が確認できる。 

このような動向の中で、特に注目されるのが混雑感知覚の変化である。旅行者は安全

で快適な環境を求める意識が高まっており、混雑感が観光地選択や旅行体験にどのよう

な影響を与えるのかを解明することが重要である。  
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図表 1-3：海外旅行を予定・検討している理由 

 

出典：日本政策投資銀行・日本交通公社 

『DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意識調査 2023 年度版』より 

 

第2項 混雑感知覚の重要性変化とその影響 

コロナ前後を比較すると、人々の混雑に対する見方は大きく変わっている。パンデミ

ックを経て、旅行者は感染リスクを避けるために、混雑した場所を避けることがより重

視されるようになった（Hou & Zhang, 2021）。特に、旅行者が健康や安全を重視するよう

になったことが、こうした変化の背景にある（Kim & Lee, 2020）。 

旅行者は安全で快適な環境を求めるようになり、観光地の混雑感が旅行の選択肢に直

接的な影響を与えるようになっている。この変化により、観光業者は混雑感を軽減し、

旅行者に安心感を提供することが求められている（Blut & Iyer, 2020）。また、地方や隠れ

た観光地への関心が高まり、分散型旅行の推進が重要となっている（Yin et al., 2020）。 

このように、混雑感知覚の変化は、旅行者の選択行動や観光業の対応に多大な影響を

与えている。この変化を踏まえた研究は、観光業者が新たな時代において競争力を維持

するための鍵となるだろう。 

 

第4節 研究の目的と意義 

混雑感知覚と多様性追求の関係性についての研究は、これまで十分に進展していない。

先行研究では、混雑感が旅行者の心理や行動に与える影響について、異なる主張が存在

している。一方では、混雑感が選択の自由を制限することで多様性追求行動を抑制する

可能性が示唆されている（Li, Cao, & Lu, 2017）。他方では、混雑感が補償行動として新し

い体験や選択肢を求める多様性追求を促進する可能性も指摘されている（Hou & Zhang, 

2021）。このように、混雑感と多様性追求の関係性については結論が一致しておらず、さ

らなる検討が必要とされている。 

本研究は、この議論を深化させるため、観光の文脈において制御感という心理的要因
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を導入し、混雑感が多様性追求行動に与える影響を明確化することを目的とする。具体

的には、制御感が混雑感知覚と多様性追求行動の関係に与える調整効果を検証し、その

高低がどのように影響を変化させるかを明らかにする。 

これにより、本研究は混雑感知覚が観光行動に与える心理的メカニズムについて新た

な視点を提供するものであり、観光文脈における混雑感知覚、制御感、多様性追求行動

の相互関係を解明することで、先行研究における議論の空白を埋める理論的貢献を果た

す。また、心理的リアクタンス理論の適用を通じて、混雑感がもたらす自由感喪失とそ

の補償行動のメカニズムをより深く理解するための学術的基盤を強化する。 

さらに、本研究は観光地管理の実務においても重要な示唆を提供する。混雑感を緩和

しつつ、旅行者の多様性追求行動を促進するための具体的な方策として、混雑度に応じ

た柔軟な運営体制の導入や、制御感を高めるための情報提供・施設デザインの最適化が

挙げられる。これにより、観光地の魅力度や満足度の向上を図り、持続可能な観光地運

営の実現に寄与することが期待される。 

本論文は以下のような構成で展開される。第 2 章では、心理的リアクタンス理論や混

雑感知覚、多様性追求行動、制御感に関連する先行研究をレビューし、本研究の理論的

枠組みを構築する。第 3 章では、これらの理論を基に研究仮説を導出する。続く第 4 章

では、仮説を検証するための調査デザイン、サンプル選定、データ収集手法について詳

述する。第 5 章では、収集したデータを基に仮説の検証結果を提示し、それを詳細に分

析する。第 6 章では、検証結果を総括し、観光行動における混雑感知覚の影響メカニズ

ムについて考察する。最後に、第 7 章では、理論的および実務的貢献、研究の限界と今

後の展望について論じ、本研究の結論を示す。この構成を通じて、混雑感知覚が多様性

追求行動に与える影響メカニズムを包括的に解明することを目指す。 
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第2章 先行研究 

本章では、本研究の理論的基盤を明確にすることを目的として、混雑感知覚、多様性

追求行動、制御感、そして心理的リアクタンス理論に関する先行研究を整理する。これ

により、本研究の背景を補強するとともに、仮説構築に必要な理論的枠組みを提供する。

具体的には、まず心理的リアクタンス理論の概要とその応用範囲について論じた後、混

雑感知覚の定義や構成要素、先行要因およびその結果について検討する。次に、多様性

追求行動と制御感に関する研究をレビューし、それらが混雑感知覚との関連でどのよう

な役割を果たすのかを考察する。 

第1節 心理的リアクタンス理論 

第1項 理論の概要 

心理的リアクタンス理論（reactance theory）は、Brehm（1966）によって提唱され、

人々が自由や選択の権利を脅かされた際に、それを回復しようとする心理的な反応を理

論化したものである。この理論は、個人が自らの自由を重要視し、その自由が外部から

の干渉によって制約された場合に発生する抵抗感や回復動機を説明するものである。自

由の喪失が突然で重大であるほど、リアクタンスが喚起される可能性が高まるとされる

（Brehm, 1981）。この「自由」は、単なる行動選択の範囲に限られず、個人がある特定の

行動を取る能力や権利、そしてそれに伴うコントロール感を指す。Brehm（1981）は、こ

の自由の存在が経験や社会的通念、法律などにより規定されることを指摘しており、そ

の自由が現実的かつ実現可能である場合にのみ、心理的リアクタンスが喚起されると述

べている。 

 

第2項 マーケティングへの応用 

心理的リアクタンス理論は、当初は説得や態度変容の文脈で発展したが、現在では多

くの分野に応用されている。たとえばマーケティングの分野では、説得広告や価格制約

が消費者のリアクタンスを引き起こすメカニズムについて多くの研究が行われている。

Clee と Wicklund（1980）は、説得的な広告が消費者の選択の自由を侵害すると認識され

た場合、広告内容に対する反発が生じ、逆にその製品に対する購買意欲が低下する現象

を指摘している。この現象は「ブーメラン効果」とも呼ばれ、説得行為が本来の目的に

反する結果を引き起こす可能性を示している。同様に、Fitzsimons（2000）は価格戦略に

おいて、特定の商品が強制的に推奨される状況では、消費者が自由を奪われたと感じ、

より高価で代替的な商品を選ぶ傾向があることを明らかにした。これらの研究は、リア

クタンスが消費者行動の動機づけにどのように影響を与えるかを示しており、自由の制

約が行動の選択に与える影響を理解するための重要な枠組みを提供している。 

 

第3項 観光分野への適用 

観光分野においても、心理的リアクタンス理論は重要な応用を持つ。特に、混雑感知

覚との関連が注目されている。混雑感は、物理的な空間の制約や他者の存在によって自

由が侵害されると認識された場合に発生する（Kim et al., 2022）。この場合、リアクタン
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ス理論に基づき、旅行者は自由回復のために多様性を追求する行動を取る可能性が高い

とされる。Kim ら（2022）は、COVID-19 パンデミック期間中の観光行動に着目し、自由

の制約が旅行者の多様性追求行動を促進するメカニズムを解明した。具体的には、混雑

した観光地や制約された旅行活動が、個人の選択肢や行動自由を奪う要因となり、それ

に対する反発として新しい観光地や多様な活動を探索する行動が強化されることを示し

ている。この研究は、混雑感が旅行者の行動に与える心理的影響を理解する上での貴重

な知見を提供している。 

本研究は、心理的リアクタンス理論を基盤とし、混雑感知覚、制御感、多様性追求行

動の相互関係を解明することを目的としている。心理的リアクタンス理論の枠組みを観

光行動研究に適用することで、自由の制約が観光者行動に与える影響を明確化するとと

もに、制御感という心理的要因を導入することで、これらの関係をさらに深く検討する。

本研究は、混雑感が引き起こすネガティブな影響だけでなく、旅行者が自由回復を目指

す中でどのように多様性追求行動を選択するかを明らかにすることで、ポストコロナ時

代の観光行動を理解する新たな視点を提供する。 

 

第2節 混雑感知覚 

第1項 小売研究における定義および種類 

小売研究における混雑感知覚とは、商業施設や店舗などの空間において、消費者が感

じる主観的な混雑状況の評価を指す（Mehta, 2013）。空間的密度（spatial density）と社会

的密度（social density）という 2 つの主要な要素によって構成される（McGrew, 1970）。

空間的密度は、空間内に存在する物体や人々の数量に基づき、その空間の広さや空間的

制約と関連している。一方、社会的密度は、空間内で他者の存在や行動が個人に与える

心理的影響を指し、特に他者との相互作用の質や頻度が重要な要因となる（Shelby et al., 

1983）。 

近年では，空間的密度と社会的密度による混雑感知覚への影響を区別して議論が進め

られている。理由として，社会的密度による混雑（社会的混雑：Human Crowding）は，

店舗内における他者の数の増加で発生するのに対し，空間的密度による混雑（空間的混

雑：Spatial Crowding）は，消費者自身の周囲の他者が増加し，行動可能な空間が減少す

ることで発生するため，混雑の意味合いや影響のメカニズムが異なるからである

（Mehta, 2013）。特に空間的混雑の場合，その影響が他者の数の増加によるためか， 他

者の近接性（パーソナルスペースの侵害）によるためかの弁別が付きにくい。そこで，

近年では，社会的混雑が消費者の意思決定に与える影響を中心とした研究が進められて

いる。 

 

第2項 観光研究における定義とその相違 

観光研究における混雑感知覚は、観光地や施設内において、訪問者が主観的に感じる

混雑の程度を指す。Shelby et al.（1983）の研究によれば、この概念は、物理的密度

（spatial density）と社会的密度（social density）という 2 つの側面によって構成される。

物理的密度は観光地の空間的な広さや設備の収容能力に基づき、観光客の視覚的・空間
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的な感覚を中心に影響を与える。一方、社会的密度は観光地内における他者との相互作

用、あるいは他者の存在そのものが観光客に与える心理的影響を示している（McGrew, 

1970）。 

観光研究においては、混雑感知覚が単にネガティブな影響を与える要因ではなく、場

合によっては「人気の象徴」としてポジティブに機能する可能性があることが指摘され

ている（Shi et al., 2017）。例えば、著名な観光地における適度な混雑は、観光地の魅力度

や社会的活気を高める一方で、過度な混雑は心理的ストレスや自由感の喪失を引き起こ

し、満足度の低下につながる可能性がある（Yin et al., 2020）。 

観光研究と小売研究における混雑感知覚には、いくつかの共通点と相違点が存在する。

それらを整理すると、大きく 3 つの側面で議論できる（Mehta, 2013）。 

第一に、混雑感知覚の構成要素として、観光研究と小売研究の両分野で「社会的密度」

と「物理的密度」が重要な役割を果たす点は共通している（Shelby et al., 1983）。社会的

密度は、観光地や店舗内での他者の存在が個人の心理に与える影響を指し、物理的密度

は、空間的制約や人々の集中度に関連している（McGrew, 1970）。例えば、店舗での混雑

は顧客の移動や購買行動に直接的な制約を与え、観光地では移動だけでなく、視覚的・

感覚的な体験にも影響を及ぼす。 

一方で、観光研究における混雑感知覚は、小売研究に比べてより複雑で主観的な要素

を含む。観光地では、自然環境や文化的背景が混雑感の知覚に大きな影響を与え、これ

が観光体験の評価にもつながる（Huang et al., 2018）。例えば、Zehrer & Raich（2016）は、

観光地の物理的密度が同じであっても、訪問者の文化的背景や目的によって混雑感が異

なることを指摘している。すなわち、欧米出身の訪問者は混雑をストレスや不快感とし

て認識しやすい傾向があるのに対し、アジア出身の訪問者は混雑に対して比較的寛容で

あり、これを活気や社会的証拠（人気の象徴）としてポジティブに捉える場合もある。

また、リラクゼーションを目的とする訪問者は混雑を好まない一方で、社交やイベント

参加を目的とする訪問者にとっては混雑が期待される体験の一部となり得る。したがっ

て、観光地の混雑感に対する評価は、訪問者の背景や目的に大きく依存する。 

第二に、観光研究と小売研究の両分野において、混雑感知覚は心理的影響を通じて行

動に影響を及ぼす点で共通している。特に、混雑感が選択の自由を制約すると認識され

た場合、心理的ストレスが生じ、行動の変化を引き起こすことが報告されている

（Fitzsimons, 2000）。例えば、観光地では、混雑感が旅行者の満足度を低下させ、他の観

光地への移動意欲を高める傾向がある。一方、店舗内の混雑感は、顧客が購入を諦める

か、より高価な代替商品を選ぶ可能性を高める（Shi et al., 2017）。 

しかし、観光研究では混雑感がポジティブな心理的影響をもたらす場合がある点が小

売研究との大きな相違点である。例えば、有名観光地での適度な混雑感は「人気の象徴」

として訪問者にポジティブな印象を与えることがある（Shi et al., 2017）。対照的に、小売

研究分野では、店舗の混雑感が顧客に「非効率」や「不快」という印象を与える場合が

多く、購買行動へのポジティブな影響は限定的である。 

第三に、混雑感は、観光研究と小売研究の両分野で、心理的影響に伴う具体的な行動

変容を引き起こす点でも共通している。観光地における混雑感は、訪問者が非伝統的な
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観光地や分散型観光への移行を促す要因となることが報告されている（Kim et al., 2022）。

同様に、店舗内での混雑感が顧客の他店舗への移動や、オンラインショッピングへのシ

フトを引き起こす可能性が指摘されている（Fitzsimons, 2000）。 

一方で、観光研究では混雑感が「新しい体験を探索する動機」として機能する場合が

ある。Hou & Zhang（2021）の研究では、観光地での混雑感が、旅行者の多様性追求行動

を引き起こし、新たな目的地や体験を積極的に探る行動につながることが示されている。

一方で、小売研究分野では、混雑感が消費者の選択範囲を狭める要因として機能する場

合が多く、新たな体験への移行は必ずしも促進されない（Fitzsimons, 2000）。 

本論文は、ポストコロナ時代における中国人観光客の訪日において、彼らが感じる混

雑感と多様性追求行動への影響を主な研究対象としている。そのため、小売研究の概念

を基礎にしつつも、観光研究の文脈をより多く考慮する必要がある。また、観光客が感

じる混雑感に影響を与える要因としては、空間的な密度よりも社会的密度による混雑が

大きな役割を果たしている。なぜならば、観光地において他者との相互作用や社会的環

境が観光体験の質に大きな影響を与えるからである。例えば、他者が近くにいることに

よる視覚的・聴覚的刺激や、パーソナルスペースの侵害は、観光客の心理的ストレスを

増幅させる要因となる（Shelby et al., 1983）。さらに、混雑した環境で他者の存在が個人

の自由感を制約し、旅行者の満足度や再訪意向を低下させることが研究によって示され

ている（Yin et al., 2020）。 

したがって、観光地管理者は物理的な混雑緩和だけでなく、社会的密度が引き起こす

心理的影響を考慮する必要がある。 

本論文は観光業界における観光地やレジャー施設において、旅行者が感じる主観的な

混雑状況の評価を採用する一方で、社会的密度による混雑に焦点を当てて研究を進める。 

 

第3項 先行要因 

混雑感知覚は、複数の要因によってもたらされる。その主要な先行要因は、個人差、

時間・空間的要因、および環境的要因の 3 つに大別される（Shelby et al., 1983；Needham 

et al., 2004）。 

個人差は、混雑感知覚の形成における最も重要な要因の一つとされる（Sun & Budruk, 

2015）。特に、年齢、性別、文化的背景が混雑感の耐性や認識に影響を与えることが明ら

かにされている。Jacobsen et al.（2019）は、若年層の旅行者は社会的混雑に対して敏感

であり、過度な混雑が満足度や再訪意向の低下につながると指摘している。一方で、年

配層は社会的交流や他者との相互作用を重視する傾向があり、適度な混雑がポジティブ

な体験として認識される場合もある。また、文化的背景も混雑感の知覚に重要な影響を

与える。Huang et al.（2018）は、アジア出身の観光客が混雑に対して比較的耐性が高い

一方で、西欧の観光客は混雑をストレスとして感じやすい傾向があることを示している。

このような個人差は、観光地における混雑管理の戦略を設計する際に考慮すべき重要な

要因である。 

時間と空間の条件は、観光地における混雑感知覚を大きく左右する要因である。

Needham et al.（2004）は、観光地における混雑感は特定の時間帯や季節に集中すること

を示している。例えば、休日や観光シーズンのピーク時には、観光地の物理的密度が上
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昇し、社会的混雑感が顕著に高まる。このような時間的要因は、観光地管理者が混雑を

予測し、分散型観光を促進するための重要な指標となる。さらに、空間的要因も混雑感

知覚に強い影響を与える。Griffit & Veitch（1971）は、狭い空間での高密度な状況が心理

的ストレスや不快感を引き起こすことを明らかにしている。一方で、広い空間や自然環

境における混雑は、同じ密度であっても心理的な影響が軽減される場合がある（Shelby 

et al., 1983）。これらの時間・空間的要因は、観光地の物理的設計やアクセス管理におい

て重要な示唆を提供している。 

混雑感知覚は、物理的および社会的環境の質によっても左右される。Shelby et al.

（1983）は、観光地の清潔さや景観の美しさが混雑感の緩和に寄与することを示してい

る。一方で、他者の行動や環境の混乱は、混雑感を増幅させる要因となる。例えば、観

光地での騒音や無秩序な行動は、社会的混雑感を顕著に高める可能性がある（Zehrer & 

Raich, 2016）。さらに、環境要因は観光地の魅力度と密接に関連している。Li et al.（2017）

は、自然観光地では高密度な状況でも、環境の質が高い場合には混雑感が軽減されるこ

とを示した。例えば、都市観光では建築物や施設の質が高い場合、混雑を感じる中でも

ポジティブな印象を与える可能性がある。このように、環境的要因は混雑感知覚の形成

における重要な緩和因子となり得る。 

以上のように、混雑感知覚の先行要因は、個人差、時間・空間的要因、環境的要因の

3 つに分類され、それぞれが観光地での混雑管理や体験設計に重要な示唆を与える。本

研究では、特に社会的密度がこれらの要因とどのように相互作用し、旅行者の行動や心

理に影響を与えるかを検討する。 

 

第4項 結果と影響 

混雑感知覚は、消費者や観光客の感情、満足度、行動に多大な影響を与える。一般に、

混雑感はネガティブな影響を及ぼすとされている（Mehta, 2013）。例えば、Li et al.（2017）

は、中国の自然観光地を対象にした調査で、訪問者が混雑感を強く感じる場合、全体的

な満足度が著しく低下することを明らかにした。この研究では、観光地内での混雑感が

主に空間的密度と社会的密度の双方から形成されることが示されており、特に社会的密

度の高い環境では、観光客が他者からの干渉を避ける行動を取る傾向が強まることが確

認されている。 

Yin et al.（2020）は、混雑感が観光地の再訪意向に及ぼす影響を検討し、観光体験の質

が低下した場合、再訪意向が大幅に減少することを指摘している。この研究は、特定の

観光地（例えば歴史的名所や文化的観光地）を対象とした調査を通じて、混雑感がどの

ように訪問者の感情的ストレスや心理的満足感に影響を与えるかを検証した。さらに、

同研究は文化的背景による影響の差異も考慮しており、西欧の観光客はアジアの観光客

よりも混雑に対して敏感であるという結論を得ている。 

また、Manning & Powers（1984）の研究では、混雑感が観光客の心理的ストレスを引

き起こし、結果として観光地全体の評価を低下させる要因となることが示されている。

この研究は、国立公園の利用者を対象に実施され、訪問者が他者との近接をどのように

認識し、それが観光体験全体にどう影響するかを詳細に分析している。彼らは、混雑感

が強い環境下では、観光客が自然体験から得られる満足感が著しく減少することを発見
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した。 

さらに、混雑感は心理的安全感やコントロール感の喪失とも関連している。Edney et al.

（1976）は、混雑した環境が人々に不安感を抱かせ、他者との社会的相互作用を避ける

行動を引き起こすことを明らかにした。この研究は、都市部の居住環境を対象にしてお

り、高密度な生活環境が住民の社会的孤立感や心理的ストレスを増幅させる可能性を示

唆している。また、Low et al.（2008）は、混雑感が潜在的な脅威として認識される場合、

観光客が環境を回避し、他の観光地を選択する可能性が高まることを報告している。こ

の調査は、観光者が特定の地域からどのように離れていくかの行動パターンに焦点を当

てており、混雑感が観光地の利用効率に与える影響を強調している。 

一方で、近年の研究は混雑感が必ずしもネガティブな影響をもたらすわけではないこ

とを示唆している。Shi et al.（2017）は、混雑感が観光地の「人気の象徴」としてポジテ

ィブに認識される場合があることを指摘している。この研究は、都市型観光地と自然観

光地を比較し、都市型観光地では適度な混雑が観光地の活気や社会的魅力を高める要因

となることを示している。特に、観光客が混雑を一種の「社会的証拠」として捉える場

合、その観光地への好意的な評価が強化されることが明らかになっている。 

さらに、Huang & Wang（2021）は、混雑感が観光客の環境責任行動を促進する可能性

を指摘している。この研究は、環境保護を目的とした観光地における観光客の行動を観

察し、混雑感が高い状況で観光客が自然資源の保全やゴミの持ち帰りといった責任ある

行動を積極的に取る傾向があることを示した。また、Sharp et al.（2015）の研究では、混

雑感が一部の観光客に社会的交流の機会を提供し、新たな体験を促す動機となることが

確認されている。 

これらの正負の影響の両立は、混雑感知覚の認知が単純ではなく、文脈や個人の特性

によって大きく変化することを示している。Hou & Zhang（2021）は、混雑感が価格感度

や社会的相互作用に与える影響について、特定の文化や観光目的に依存する点を強調し

ている。このような複雑性を解明することは、観光地管理やマーケティング戦略の最適

化に重要な示唆を与える。 

総じて、混雑感は観光客の行動や認知に多面的な影響を及ぼす。ネガティブな影響を

緩和し、ポジティブな要素を強化するためには、混雑の発生要因や文脈を深く理解し、

それに基づいた観光地管理戦略を策定する必要がある。本研究では、特に社会的密度に

よる混雑感を中心に検討し、多様性追求行動との関連性を解明することを目的としてい

る。 

 

第3節 多様性追求 

第1項 定義と種類 

多様性追求（Variety Seeking）とは、消費者が商品やサービスの選択において多様性を

求める傾向を指す (Kahn, 1995)。この行動は、日常的な意思決定（例：何を食べるか）か

ら、より重要な意思決定（例：休暇中にどの活動を行うか）に至るまで、広範囲にわた

って影響を及ぼす (Kahn, 1995)。これまでの研究では、主に 2 つの形態の多様性追求行動

が指摘されている(Kim et al., 2022)。1 つ目は、連続する選択肢間でのスイッチング頻度
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であり、消費者が複数の購買機会において異なる商品を選ぶ頻度を指す (Kahn, Kalwani, 

& Morrison, 1986)。2 つ目は、単一の購買やアソートメントの中で異なるアイテムを選ぶ

量であり、同一の選択肢を繰り返し選ぶ代わりに、多様な選択肢を選ぶ行動を指す 

(Ratner & Kahn, 2002)。 

 

第2項 先行要因 

消費者が多様性を追求する理由は、大きく内部的要因と外部的要因の 2 つに分類でき

る（McAlister, 1982）。 

内部的要因は、消費者自身の心理的・感覚的なニーズから発生する動機付けを指し、

飽きや刺激の必要性が多様性追求を促進する主要な要因である（McAlister, 1982）。

McAlister（1982）は、消費者が同じ選択肢を繰り返すことで飽きが生じ、その結果、新

しい選択肢を求める行動に駆り立てられることを示した。この行動は、単調な選択肢に

よる心理的満足度の低下を補償するためのものと考えられる。また、Pessemier & 

Handelsman（1984）は、感覚刺激が多様性追求の根本動因であることを検証した。消費

者が同じ味や香りの商品を購入する場合、新しい体験を求める動機が強まる傾向があり、

特に感覚刺激を重視する消費者は、多様なフレーバーやデザインの商品に対して強い興

味を示すことが明らかにされている。 

一方、外部的要因は、消費者が置かれた環境や状況に起因する外的な刺激や制約を指

す(Simonson, 1990)。Simonson（1990）は、消費者が将来の選択肢に不確実性を感じる場

合、現時点での多様性追求が増加することを示した。たとえば、消費者が複数の商品を

試す機会が限られていると感じた場合、その機会を最大限に活用しようとする行動が観

察される。この行動は、選択肢が一時的または限定的と認識されるときに顕著である。

また、Levav & Zhu（2009）は、消費者の行動における空間的制約の役割を検討し、狭い

通路のような空間的制約が多様性のある選択肢を選ぶ傾向を強化することを発見した。

狭い空間が消費者に圧迫感を与える一方で、多様性を選ぶことで心理的自由を回復しよ

うとする行動につながる。このような外部要因は、環境が消費者の行動に与える潜在的

影響を示唆している。さらに、Yoon & Kim（2018）は、経済的劣位性を感じる消費者が

多様性追求を強化する傾向があることを発見した。社会的制約や経済的ストレスが強い

環境では、消費者が多様性を選ぶことで自己コントロール感を高めようとする行動が観

察された。 

 

第3項 結果と影響 

多様性追求は、消費者行動や観光選択において重要な役割を果たすことが明らかにな

っている。まず、多様性追求行動は消費者の心理的満足度に直接的な影響を与える。

Kim et al.（2022）は、多様性のある選択肢が提供されることで、消費者が新しい体験を

得る満足感が増幅されることを示した。観光客が一度の旅行中に複数の観光地を訪れる

ことで、単一目的地に滞在する場合に比べて心理的充実感が大幅に向上することが観察

され、多様性追求が自由感の回復と新たな刺激への欲求を満たすメカニズムとして機能

することが示唆されている。 

また、多様性追求は消費者の行動ロイヤリティにも影響を与える。W. Kim, Ok, and 
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Canter（2010）は、ホスピタリティ業界において、多様な体験を提供するサービスが顧

客の再訪意向や推奨意向を強化することを明らかにした。複数の異なるテーマを持つ宿

泊施設を利用した観光客は、単一テーマの施設を利用した観光客に比べてリピート率が

高いことが確認され、多様性が満足度を高めるだけでなく、ブランド愛着を強化する役

割も果たしていると結論づけている。 

さらに、多様性追求は観光産業全体にも影響を及ぼす。Assaker & Hallak（2013）は、

多様性追求が目的地選択やサービス評価に与える影響を分析し、多様性を重視する観光

客が異文化体験や複数の観光地訪問を好む傾向があることを指摘した。この結果は、観

光地のマーケティングにおいて、単一の観光資源だけでなく、多様なアクティビティや

体験を組み合わせることの重要性を示している。 

以上のように、多様性追求は個人の心理的満足度や行動ロイヤリティを高めると同時

に、観光産業の発展においても重要な示唆を与える。特に、観光地やホスピタリティ業

界において、多様な選択肢や体験を提供することが競争力の向上や持続可能な成長に寄

与する可能性が高い。 

本論文では、特に混雑感が旅行者の心理や行動に与える影響に着目し、多様性追求行

動との関係性を明らかにすることを目的とする。混雑感は旅行者に心理的なストレスを

もたらし、結果として新しい体験への欲求を高める形で多様性追求行動を促進すること

が示唆されている。一方で、制御感は混雑感と多様性追求行動の関係を調整する重要な

要因として機能する。すなわち、制御感の高低により、混雑感が多様性追求行動に与え

る影響の強さが変化する可能性がある。 

次節では、制御感が混雑感と多様性追求行動の関係をどのように調整するのか、具体

的なメカニズムについて検討する。 

 

第4節 制御感 

第1項 マーケティングにおける定義 

制御感とは、個人が望ましい結果を得る能力や、望ましくない結果を避ける能力を持

っていると感じる心理的状態を指す（Ajzen, 1985）。この概念は消費者行動において重要

な役割を果たし、消費者が自分の行動や選択に対してどの程度の影響力を持っていると

感じるかに関連している。制御感が高い場合、消費者は自信を持って意思決定を行い、

望ましい結果を期待する一方、制御感が低い場合には不安や不満が生じやすいとされる

（Ajzen, 1985）。 

 

第2項 先行要因 

制御感に影響を与える要因は多岐にわたるが、大きく「環境的要因」と「個人特性」

の 2 つに分類される。環境的要因としては、混雑や環境の不確実性が主要な要因として

挙げられる。一方、個人特性としては、文化的背景や性格特性が制御感の形成に重要な

役割を果たす（Stokols, 1972；Lazarus & Folkman, 1984）。 

Kay ら（2009）は、環境の不確実性が制御感に与える影響を検討した複数の実験を実

施した。この研究では、参加者を制御感が高い条件と低い条件に分け、それぞれに選択
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肢を提示した。たとえば、ある実験では、制御感が高い条件の参加者には明確なルール

が提供され、一方で制御感が低い条件の参加者には曖昧な指示が与えられた。その結果、

制御感が低下した参加者は、体系的で秩序感のある選択肢（例えば、情報の明確な構造

や安定した環境）を好む傾向が顕著であることが示された。この研究は、環境的要因が

制御感の認知にどのように影響するかを明確にした点で重要である。 

また、Cutright（2012）は、消費者行動における制御感の低下を補償する行動を検討し

た。この研究では、消費者が制御感を失ったとき、秩序や安定感を求める傾向が強まる

ことを検証した。具体的には、フレーム付きのロゴや整然とした店舗デザインが、制御

感の低い消費者に与える心理的な安定感を強化する役割を果たしていることが確認され

た。この研究は、消費者が制御感を回復するためにどのような環境要素を重視するかを

理解する上で重要な示唆を提供している。 

個人特性の観点では、文化的背景が制御感の知覚に与える影響が注目される。例えば、

個人主義が強い文化圏の消費者は、集団主義文化圏の消費者に比べて、制御感を喪失し

た際の補償行動がより顕著であることが報告されている（Hofstede, 2001）。また、パーソ

ナリティー的な個人は内向的な個人よりも制御感の低下に敏感であり、より積極的に新

しい選択肢を探る傾向がある（Kofta & Sedikides, 2004）。 

 

第3項 結果と影響 

消費者行動の分野において、制御感がもたらす結果は多岐にわたる。これには、補償

的行動、感情対処、慈善行動、および制御欲が含まれる。このうち、補償的行動は消費

者や観光客が現状と欲求の不一致を解消し、心理的な均衡を回復するために取る行動を

指す。このような行動には、内的主体感の向上、外的主体感の向上、秩序の追求、そし

て社会的影響の追求のいくつかのカテゴリーに分類される（王, 2023）。 

一般論として、現状と欲求の不一致によって基本的欲求が満たされない場合、消費者

は、それまでとは別の行動をとってその欲求を満たそうとする。このような行動は、「補

償的行動」と呼ばれる（Gronmo, 1988）。注目されるのは、自己、周囲の他者、及び外的

環境を制御したいという制御欲求 (Kay et al., 2009）と呼ばれる基本的欲求である。制御

感の低下（Kay et al., 2009）によってこの欲求が満たされなくなった場合、消費者は、

「補償的行動」を行う。Landau, Kay, and Whitson（2015）は、内的主体感の向上、外的主

体感の向上、及び秩序の追求という 3 つの個人に基づく制御感補償方略を識別した。 

一つ目の制御感補償方略は、内的主体感の向上である。伝統的な理論は、個人の制御

感は、主に個人が持つ能力や資源に由来すると考えられてきた。したがって、制御感が

低下する状況に直面した人は、何らかの行動を通じて自身の能力と資源を強化すること

によって、制御感を回復させようとすると見なされた（Landau et al., 2015）。こうした行

動には主に以下の 2 つがあるとされる。 

第 1 に、低い制御感は、高努力製品に対する選好によって補償されるという。Cutright 

&Samper（2014）は、制御感の低い消費者は、高努力製品を好むと考え、実験を行った。

その結果、制御感が得られない状況に置かれた消費者は、低努力製品（例えば、消費者

の代わりに、困難なタスクを遂行する製品）より、高努力製品（例えば、消費者の代わ

りに困難なタスクを完全に遂行することはできないが、困難なタスクの遂行をサポート
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する製品）を好む傾向があることが示された。 

第 2 に、低い制御感は、スイッチング行動によって補償されるという。Su et al.（2017）

は、社会的排除による制御感の低下が消費者のスイッチング行動に与える影響を検討し

た。社会的排除は、他者との相互作用や社会的関係が制約される状況を指し、個人が環

境をコントロールできないと感じる心理的な負担を引き起こす。実験の結果、社会的排

除によって、制御感が得られない状況に置かれた消費者は、そうでない消費者より、頻

繁にブランドや製品をスイッチする傾向があるということが示された。 

二つ目の制御感補償方略は、外的主体感の向上である。制御感が低下する状況に直面

した人は、内的主体感を向上させることによってだけでなく、自己に代わって結果に影

響を与えることができる外部システムに依存することによって、制御感を回復させよう

とするという（Landau et al., 2015）。 

例えば、Taylor et al.（2019）は、制御感の低い消費者は、販売促進のためのくじ引き

が付いた製品を選択する際、大きなサイズの製品を選好する傾向があると考え、実験を

行った。実験では、くじ引きが付いているサイズの異なる 4 つのコーヒーカップのいず

れかを選ぶタスクが被験者に与えられた。実験の結果、制御感の高い消費者より、制御

感の低い消費者のほうが、大きなサイズのコーヒーカップを選択する傾向が高いという

ことが示された。彼らは、その背後にある心理メカニズムとして、以下のように考察し

ている。すなわち、消費者は大きなサイズの製品が高い当選確率を持つのではないかと

知覚する傾向にあるため、制御感の低い消費者は、制御感の高い消費者より、製品の大

きさに頼って当選を勝ち取ろうと試みるからである。 

さらに、Beck et al.（2020）は、制御感が消費者のブランド選好に与える影響を検討し

た。実験の結果、制御感が得られない状況に置かれた消費者は、一般ブランドより、リ

ーディングブランドを好むということが見出された。彼らは、制御感の低い消費者は、

リーディングブランドが高い影響力を持っていると信じる傾向があるため、リーディン

グブランドを選好することによって、喪失した制御感を回復させようとすると指摘して

いる。 

三つ目の制御感補償方略は、秩序の追求である。制御感が低下する状況に直面した人

は、シンプルで明確、かつ一貫性のあるもの、すなわち秩序を求めることを通じて、制

御感を回復させようとするという（Landau et al., 2015）。 

例えば、Cutright（2012）は、制御感の低い消費者は、秩序を好むと推測し、実験を行

った。その結果、制御感の高い消費者、及び統制群より、制御感の低い消費者のほうが、

フレーム付きのロゴと整然とした店舗環境（例えば、すべての製品が指定された場所に

陳列されている店舗）を好むということが示された。 

四つ目の制御感補償方略は、社会的影響の追求である。制御感が低下する状況に直面

した人は、社会的影響力を求めることによって、失った制御感を回復させようとすると

いう（Fritsche et al., 2013）。例えば、Peluso et al.（2017）は、制御感が消費者の助言行動

に与える影響について実験を行った。その結果、制御感の低い消費者は、制御感の高い

消費者より、他人にアドバイスすることを好む傾向にあるということが見出された。助

言行動は、助言者に自己の優位性を知覚させるため、制御感の低い消費者は、助言行動
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によって、制御感を回復することができるというのである。また彼らは、制御感の低い

消費者に対して制御感を回復するための代替手段を与えた場合、彼らの助言行動に対す

る選好傾向が弱まることも指摘した。さらに、Consiglio et al.（2018）は、制御感と消費

者の口コミ発信意図に着目して、フィールドスタディと実験室実験を行った。その結果、

口コミ発信意図について、制御感の高い消費者より、制御感の低い消費者のほうが、そ

の水準が高いということが示された。 

 

第4項 制御感が多様性追求にもたらす影響 

Kim ら（2022）は、先述の「心理的リアクタンス理論」に基づき、COVID-19 パンデミ

ック中における旅行者の行動変化を理解するための理論的枠組みを提示している。 

心理的リアクタンス理論の要点に自由の喪失と自由回復の動機が含まれる。自由の喪

失とは、個人が自身の行動の自由が外部の力によって脅かされ、または制限されたと感

じると、不満や抵抗感が生じる。COVID-19 のパンデミックでは、ロックダウンやソー

シャルディスタンスなどの措置が、人々の旅行、社交、行動選択の自由を大きく制約し

ている。また、自由回復の動機とは制限に対抗するために、個人は強い自由回復の動機

を持つようになる。この動機は、多様な行動や体験を選ぶことによって、制約された自

由を取り戻す形で表現される。 

Kim ら（2022）は、自由が制約された状況において、旅行者が多様性を求めることで

自由やコントロール感を回復しようとする傾向があると主張している。多様性の追求は、

旅行先や活動の選択に現れ、旅行者はより多くの活動を選び、異なる場所を探索するこ

とで、パンデミック中に失われた自由感を補おうとする。彼らは、その具体的なメカニ

ズムを自由回復行動、心理的な安堵と自律感、およびネガティブな感情の調整に分けて

いる。第一に、心理的リアクタンス理論によれば、個人が自由を奪われたと感じた場合、

それに対する補償行動を取る傾向がある。パンデミック後、旅行者は多様な活動や異な

る観光地を探索することで、制限された自由を取り戻そうとする。この選択は、制約に

対する心理的な反発であり、自由を取り戻すための行動として解釈される。第二に、多

様性の追求は、行動的な補償だけでなく、心理的な安心感をもたらす。長期間の制約を

経験した後、多様な活動を選ぶことによって、旅行者は再び生活をコントロールできる

感覚を得る。これにより、自律感が回復し、パンデミック中に失ったコントロール感を

取り戻す助けとなる。第三に、パンデミック中、多くの人々は不安、ストレス、孤独感

などのネガティブな感情を経験している。心理学的な研究では、ネガティブな感情に直

面した際に、人々が多様な選択を通じて感情を調整しようとすることが示されている。

例えば、さまざまな活動に参加することで、注意を分散させ、感情的負担を軽減するこ

とが可能となる。このように、多様性の選択は自由の象徴であると同時に、ネガティブ

な感情を緩和する手段でもある。 

総じて、自由感の低下が多様性追求を促進する主要な要因であることが示唆された。

この関係性をさらに深く理解することで、旅行者の心理や行動パターンに基づいた観光

政策やマーケティング戦略を設計するための有用な知見が得られる。以下では、これま

での議論に基づき、本論文が検証すべき仮説の抽出を行う。 
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第3章 仮説導出  

第1節 混雑感知覚と多様性追求に関する仮説 

混雑感知覚は、観光地やレジャー施設において旅行者が感じる主観的な混雑の評価を

指し、観光研究において重要な心理的要素とされている（Jin et al., 2016）。一般的に、混

雑は旅行者の満足度や行動意欲にネガティブな影響を及ぼすことが示されており（Li et 

al., 2017；Manning & Powers, 1984）、観光体験における心理的負荷を増加させる要因とも

なり得る。 

特に混雑は、旅行者の環境に対する掌握感を低下させる可能性が高い（Edney et al., 

1976）。例えば、混雑状況下では、個人が周囲の環境を自由に利用できるという感覚が損

なわれるため、心理的ストレスや不快感が増幅される（Low et al., 2008）。その結果、旅

行者は自由を回復しようとする心理的リアクタンスを感じ、多様性追求行動が誘発され

る可能性がある（Brehm, 1966）。 

したがって、混雑感知覚が多様性追求行動に影響を与える可能性が仮定できる。具体

的には、混雑感知覚が高まるほど、個人は多様な選択を求めることで心理的安定感を取

り戻そうとする行動を取ると考えられる。以上より、以下の仮説を導出する。 

H1：混雑感知覚が高まるほど、多様性追求行動意図が促進される。 

 

第2節 混雑感知覚と制御感の交互効果に関する仮説 

制御感とは、個人が自分の行動や環境をコントロールできていると感じる主観的な感

覚を指す（Ajzen, 1985）。心理的リアクタンス理論に基づき、個人が自由を脅かされると、

その自由を回復しようとする動機が生じる。この理論を観光行動の文脈に適用すると、

制御感が低下する状況では、混雑感知覚が心理的負担を引き起こし、その結果として多

様性追求行動が促進される可能性がある（Cutright, 2012；Kim et al., 2022）。一方で、制

御感が高い場合には、混雑感知覚による自由侵害の影響が軽減され、心理的リアクタン

スが抑制されるため、多様性追求行動が抑制されると考えられる。 

制御感は、混雑感知覚と多様性追求行動意図の関係を調整する重要な役割を果たす。

具体的には、制御感が低い場合、混雑感知覚が高まるほど心理的ストレスが増幅され、

その結果として、旅行者が多様性を追求する動機が強まると考えられる。これは、自由

の制約を補償しようとする心理的リアクタンスが作用するためである。一方で、制御感

が高い個人は、環境や選択肢をコントロールできていると強く認識するため、混雑感知

覚による自由侵害の影響が抑制される。このような状況では、混雑感知覚の高低にかか

わらず、個人の多様性追求行動意図は比較的一定であると予測される。こうした理論的

背景に基づき、以下の仮説を導出する。 

H2：多様性追求行動について、制御感と混雑感知覚の間には交互効果がある。すなわ

ち、制御感が低い場合には混雑感知覚が高まるほど多様性追求行動意図が高まるいっぽ

う、制御感が高い場合は混雑感知覚に関わらず多様性追求行動意図は高くなる。 
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以上をまとめたものが図表 3-1 である。 

図表 3-1：概念図 

 
出典：著者作成 

これまでの理論的背景と仮説を基に、調査設計と分析手法を詳述する。具体的には、

調査対象の選定、データ収集方法、および測定項目の構成について説明し、仮説検証に

向けた基盤を提供する。 
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第4章 調査  

本章では、仮説を検証するために実施した調査の概要とその手順について説明するこ

とを目的とする。本研究における主要な変数である混雑感知覚、制御感、多様性追求行

動の測定方法を明確化し、それぞれの操作的定義を示す。また、調査デザイン、データ

収集の方法、およびサンプルの特性についても詳述し、仮説検証に必要な基盤を整える。 

第1節 調査の概要 

本研究では、中国人観光客を対象に、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動の相互関

係を明らかにすることを目的として質問票を設計した。質問票は、高混雑度と低混雑度

の 2 つのシナリオを設定し、それぞれの状況下で参加者の心理的反応と行動意図を測定

する構成となっている。具体的には、混雑感を被験者間要因（２水準：高低）、制御感を

被験者内要因（２水準：高低）とした実験を行う。 

調査では、後述するように、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動を測定するために、

7 段階リッカート尺度を用いた質問項目を設けた。  

さらに、質問票には参加者のデモグラフィック情報を収集するための項目が含まれて

いる。これには、年齢、性別、職業、旅行頻度、旅行予算などが含まれている。 

質問票は日本語から中国語に翻訳され、対象者にとって理解しやすい表現が採用され

た。データ収集はオンラインで実施し、日本を訪問した経験のある、または訪問を計画

中の中国人観光客を対象とした。本質問票を通じて得られたデータは、観光地における

混雑感知覚、制御感、多様性追求行動の相互作用を分析し、観光地の管理やサービス向

上のための基礎資料を提供するものである。 

 

第2節 調査の準備  

第1項 混雑感知覚の操作  

本研究では、観光地における混雑感知覚を操作的に定義し、高混雑度および低混雑度

の状況を再現する実験条件を設計した。この操作手法は、Kim et al. (2022) および Park et 

al. (2021) の研究を参考に実施された。 

具体的には、まず日本の観光地を題材とした 3 枚の画像を準備した。これらの画像は、

観光客の密度を調整することで、高混雑度と低混雑度の 2 つの条件を再現するよう設計

された。高混雑度条件では観光客が密集している場面を、低混雑度条件では観光客が少

ない場面を描写している。単一の画像だけを提示すると、その画像における混雑状況の

みが被験者に想定されてしまう可能性がある。これを回避するため、本調査では、観光

地全体が高混雑または低混雑である状況を被験者が包括的に想定できるよう、3 つの観

光地（北海道、東京、京都）を選定し、それぞれの条件で画像を提示した。この方法に

より、画像の多様性を確保し、混雑感知覚に対する被験者の反応の偏りを最小化するこ

とを意図している。それぞれの条件で 3 枚の画像を提示し、参加者が状況全体を包括的

に認識できるよう配慮した。 
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図表 4-1：高混雑度を再現した画像 

 

出典：Kim et al. (2022) をもとに著者作成 
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図表 4-2：低混雑度を再現した画像 

 
出典：Kim et al. (2022) をもとに著者作成 

 

次に、参加者にこれらの画像を提示した後、混雑感知覚を測定するための質問項目に

回答してもらった。本研究では、Machleit et al. (1994)  による混雑感知覚の測定尺度を採

用した。具体的な質問例として、「この場面を非常に混雑していると感じる」「この状況

は自分にとって不快である」といった項目が含まれる。回答は 7 段階のリッカート尺度

を用い、参加者が感じる混雑感の程度を評価させた。 
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図表 4-3：混雑感知覚尺度 

混雑感知覚 (Bearden & Netemeyer, 1999) 

1 この観光地は非常に混雑しているように感じた。 

2 この観光地は少し混雑すぎるように感じた。 

3 観光中、それほど多くの客はいなかった。 

4 観光地には多くの客がいた。 

5 観光地は非常に広々としているように感じた。 

6 この観光地で観光をしている間、窮屈に感じた。 

7 観光地は観光客にとって圧迫感を感じさせた。 

出典：Machleit et al. (1994)をもとに著者作成 

 

以上により、混雑感知覚の主観的評価を適切に測定することが可能となり、高混雑度

と低混雑度条件の被験者間における感覚的差異を実験の中で明確に反映させることが期

待される。また、先行研究と同様の操作方法を採用することで、結果の信頼性と再現性

が高められると考えられる。 

 

第2項 制御感の測定  

本研究では、観光地における制御感を測定するために、Ajzen (1991) による Perceived 

Behavioral Control（PBC）尺度を基に質問項目を作成した。本研究では、この尺度を観光

体験に応用し、観光地での行動や計画管理に対する制御感を評価した。回答は 7 段階の

リッカート尺度を用い、参加者制御感の程度を評価させた。 

 

図表 4-4：制御感尺度 

制御感 (Ajzen, 1991) 

1 この観光地において、自分の行きたい場所やしたいこ

とを自由に決められると感じますか？ 

2 この観光地において、自分の旅行プランを効果的に管

理できると感じますか？ 

3 この観光地において、自分のペースで進められると感

じますか？ 

出典：Ajzen (1991)をもとに著者作成 

 

第3項 多様性追求の測定  

本研究では、多様性追求を測定するために、Ratner et al. (1999) の研究を参考に質問項

目を作成した。Ratner et al. の研究は、多様性選択行動における心理的メカニズムを明ら

かにし、消費者が新しい体験や異なる選択肢を求める傾向を定量的に評価するための信

頼性の高い尺度を提供している。回答は 7 段階のリッカート尺度を用い、参加者多様性

追求の程度を評価させた。 

 

  



 

22 

 

 

図表 4-5：多様性追求尺度 

多様性追求(Ratner et al.,1999) 

1 私は様々なアクティビティを試してみる傾向があります。 

2 私は多様な体験を提供するアクティビティを好みます。 

3 旅行を計画する際、私は様々なアクティビティを体験でき

る旅程を優先的に考慮します。 

出典：Ratner et al. (1999)をもとに著者作成 

 

第4項 調査の対象都市選定 

本研究では、訪日中国人観光客の行動意図と心理的要因を分析するために、調査対象

都市を北海道、東京、京都の 3 都市に設定した。この選定基準は、PR TIMES（2023 年）

の調査結果を参考にしており、これらの都市が訪日観光客の人気ランキングで上位 3 位

にランクインしていることから、中国人観光客にとって特に関心の高い都市と判断した

ためである。こうした人気都市を取り上げることにより、中国人被験者がより違和感な

くスムーズに実験に参加できるよう配慮した。 

 

第3節 データ収集 

調査は、2024 年 12 月 6 日から 10 日にかけて、中国のアンケート調査プラットフォー

ムである问卷星（Wen Juan Xin）を用いて実施された。また、調査コストを抑える観点か

ら、便宜サンプルを用いたオンライン質問票調査を採用した。質問票は Wechat や Line な

どの SNS を活用し、リンクの拡散を通じて被験者を募集した。本調査の対象者は、日本

旅行経験のある、または日本旅行を計画中の中国人観光客 137 名であり、回答者の年齢

層は 10 代から 50 代以上まで、男女比はほぼ均等である。 

調査では、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動を含む複数の心理的尺度を測定した。

調査対象者に高混雑度と低混雑度のシナリオを提示し、画像を用いて実験的状況を再現

した後、7 段階のリッカート尺度を用いて各心理的変数を評価した。また、参加者の基

本情報（年齢、性別、旅行頻度など）も取得し、デモグラフィック情報を補足データと

して収集した。 

以上により収集された経験データについて、次章では分析を通じた仮説の検証を行う。 

  



 

23 

 

第5章 分析結果 

データ収集後、SPSS を用いて統計分析を実施した。主に二元配置分散分析（Two-Way 

ANOVA）を用いて、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動の相互作用を検証した。さら

に、各変数間の相関分析や平均値の比較を行い、研究仮説の妥当性を確認した。 

本章では、まず、第 1 節で被験者のプロファイルをまとめ、続く第 2 節で測定尺度の

信頼性と妥当性の検証を行う。その上で、最後の第 3 節で仮説の検証結果をまとめるこ

ととする。 

第1節 被験者のプロファイル 

被験者は、高混雑度および低混雑度の質問票を合わせて、10〜50 代以上の男女 137 名

である。 

以下は、デモグラフィック変数、および主要な変数について図表でまとめたものであ

る。まず、性別の内訳は女性が 59%、男性が 41%であり、女性の割合がやや高い結果と

なった。 

 

図表 5-1：サンプルの性別 

 

出典：著者作成 

 

  



 

24 

 

年代別の内訳を見ると、25-34 歳が最も多く 36%を占めており、次いで 18-24 歳、35-44

歳、45-54 歳がそれぞれ 18%となっている。一方で、55 歳以上は 10%、18 歳以下は 0%

と、若年層と高齢層の割合は比較的低い結果となった。 

図表 5-2：サンプルの年代 

 

出典：著者作成 

 

職業別の内訳を見ると、会社員が全体の 50%を占め、最も多い結果となった。次いで、

学生が 32%であり、比較的高い割合を示している。一方、自営業者とフリーランスはそ

れぞれ 3%、無職/退職者は 7%、その他が 5%となっており、これらの割合は比較的低い

ことがわかる。 

図表 5-3：サンプルの職業 

 

出典：著者作成 
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最終学歴の内訳を見ると、大学卒が全体の 71%を占めており、圧倒的に多い結果とな

った。次いで、大学院卒が 20%であり、高等教育を修了した人の割合が非常に高いこと

が分かる。一方、中卒・高卒は 7%、その他は 2%となっており、これらの割合は比較的

少数派である。 

図表 5-4：サンプルの最終学歴 

 

出典：著者作成 

 

図表 5-5：質問票別サンプル数 

 

出典：著者作成 

 

第2節 予備分析 

第1項 信頼性の検証 

統計解析ソフトウェア SPSS(ver. 29)を用いて、測定尺度の信頼性を検証したところ、 

Cronbachα係数は以下の表の通りとなった。全ての測定尺度において、0.80 を上回る

数値が得られたため、信頼性は十分高いと判断できる。 
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図表 5-6：Cronbachα係数 

 混雑感知覚 制御感 多様性追求 

項目数 7 3 3 

Cronbachα係数 0.853 0.914 0.884 

出典：著者作成 

 

第2項 マニピュレーションチェック 

本調査では、混雑感知覚の操作が適切に行われたかどうかを検証するため、マニピュ

レーションチェックを実施した。具体的には、高混雑度と低混雑度の条件間で、混雑感

知覚の平均値に有意な差があるかどうかを確認した。 

各都市の結果は以下の通りである。 

まず、京都においては、高混雑度条件における混雑感知覚の平均値（M = 4.90）は、低

混雑度条件（M = 3.51）に比べて有意に高い結果となった（t = 7.18, p < 0.001）。これによ

り、混雑感の操作が成功したことが示された。 

次に、東京では、高混雑度条件の混雑感知覚平均値（M = 5.23）は、低混雑度条件（M 

= 3.89）よりも有意に高い結果を示した（t = 6.23, p < 0.001）。この結果から、混雑感知覚

の差が操作によって適切に反映されたと判断された。 

また、北海道においても同様に、高混雑度条件での混雑感知覚平均値（M = 4.41）は、

低混雑度条件（M = 2.89）に比べて有意に高い結果を示した（t = 6.81, p < 0.001）。これに

より、混雑感知覚の操作の妥当性が確認された。 

以上の結果を総合すると、高混雑度と低混雑度の条件間で混雑感知覚に一貫した有意

差が認められたことから、本調査の実験操作は適切であったと結論付けられる。 

 

図表 5-7：混雑感知覚（京都）の t 検定分析 

 

 

出典：著者作成 

 

図表 5-8：混雑感知覚（東京）の t 検定分析 
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出典：著者作成 

 

図表 5-9：混雑感知覚（北海道）の t 検定分析 

 

 

出典：著者作成 

 

第3項 異なる被験者グループの同質性チェック 

本調査では、調査対象者が高混雑度および低混雑度の条件間で人口統計学的に同質で

あるかを確認するため、性別、年齢、最終学歴の 3 つの変数について同質性チェックを

実施した。 

まず、性別に関しては、カイ二乗検定を用いて各条件間の分布を確認した結果、有意

差は認められなかった（p > 0.05）。これにより、性別の分布が各条件間で均一であるこ

とが確認された。一方、年齢については、各条件間の平均値をカイ二乗検定で比較した

結果、有意差が認められた（p < 0.05）。これにより、高混雑度と低混雑度の条件間で年

齢分布に偏りがある可能性が示唆された。 

また、最終学歴に関してもカイ二乗検定を行ったところ、有意差が確認された（p < 

0.05）。この結果は、2 つの条件間で最終学歴において完全には同質ではないことを示し

ている。 

以上の結果から、本調査では性別においては条件間で同質性が確認されたが、年齢お

よび最終学歴の変数においては統計的に有意な差異が認められた。この点を踏まえ、分

析結果の解釈においてはこれらの変数の影響を考慮する必要がある。 

 

図表 5-10：性別のクロス表 カイ二乗検定 

 

 

出典：著者作成 
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図表 5-11：年齢のクロス表 カイ二乗検定 

 

 

出典：著者作成 

 

図表 5-12：最終学歴のクロス表 カイ二乗検定 

 

 

出典：著者作成 

 

第3節 仮説検証 

仮説 1（H1）および仮説 2（H2）の検証を行うため、北海道、東京、京都の 3 都市そ

れぞれにおいて、多様性追求行動意図を従属変数、混雑度（被験者間要因：高低の２水

準）と制御感（被験者内要因：高低の２水準、平均値で分割）を因子とした二元配置分

散分析（Two-Way ANOVA）を行った。制御感については、制御感が高いグループは 116

人、制御感が低いグループは 21 人 である。その結果は以下の通りである。 
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図表 5-13：仮説検証まとめ 

 

出典：著者作成 

図表 5-14：混雑感知覚（高低）×制御感（高低）のクロス表 

混雑感知覚 
制御感   

0 1 合計 

0 11 57 68 

1 10 59 69 

合計 21 116 137 

出典：著者作成 

 

北海道のデータでは、混雑感知覚の主効果について有意な結果が示された（p < 0.001）。

具体的には、高混雑度条件において多様性追求行動意図の平均値が低混雑度条件に比べ

て有意に高い結果となった（平均値（標準偏差）は順に 5.46（1.05）＞4.69（1.84））。 

その他、制御感の主効果も有意であることが示され（p < 0.05）、制御感が低い条件下

で多様性追求行動意図がより顕著に促進される傾向が確認された。また、混雑感知覚と

制御感の交互作用効果も有意であり（p < 0.05）、制御感が高い場合、混雑感の水準に関

わらず多様性追求行動意図は高くなるのに対して（平均値（標準偏差）は順に 5.59

（1.07）および 5.32（1.02））、制御感が低い場合は混雑感が高くなるにつれて多様性追求

意図も高くなっていた（5.37（1.42）＞3.56（2.01））。 

  

都市
H1：混雑感知覚が高まるほど、多様性追求行

動が促進される。

H2：制御感は、混雑感知覚と多様性追求行動の関係を

調整し、制御感が高い場合にはその関係が弱まり、制御

感が低い場合にはその関係が強化される。

北海道 有意である（p < 0.05） 有意である（p < 0.05）

東京 有意である（p < 0.05） 有意水準に近い（p = 0.104）

京都 有意水準に近い（p = 0.133） 有意である（p < 0.05）
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図表 5-15：仮説の検証結果（北海道） 

 

 

 

出典：著者作成 
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東京のデータ分析においても、混雑感知覚の主効果が有意であることが示された（p < 

0.01）。具体的には、高混雑度条件における多様性追求行動意図の平均値が低混雑度条件

と比較して有意に高く（平均値（標準偏差）は順に 5.67（0.97）＞4.63（1.54））、混雑感

知覚が多様性追求行動意図を促進する仮説 1 が支持された。 

また、制御感の主効果も非常に有意であることが確認された（p < 0.001）。一方で、混

雑感知覚と制御感の交互作用効果は有意水準に近い結果が示された（p = 0.104）、制御感

が高い場合、混雑感の水準に関わらず多様性追求行動意図は高くなるのに対して（平均

値（標準偏差）は順に 5.57（1.00）および 5.77（0.93））、制御感が低い場合は混雑感が高

くなるにつれて多様性追求行動意図も高くなっていた（5.10（0.80）＞4.04（2.06））。 

 

図表 5-16：仮説の検証結果（東京） 

 

 

 

出典：著者作成 
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京都のデータでは、混雑感知覚の主効果について有意水準に近い結果が示された（p = 

0.133）。具体的には、高混雑度条件において多様性追求行動意図の平均値が低混雑度条

件より高い傾向が観察された（平均値（標準偏差）は順に 5.70（1.04）＞4.92（1.62））。

この結果は、混雑感知覚が多様性追求行動を促進する仮説 1 を支持する可能性を示唆し

ており、さらなる検証が必要である。 

その他、制御感の主効果も有意であることが示され（p < 0.05）、制御感が低い条件下

で多様性追求行動意図がより顕著に促進される傾向が確認された。また、混雑感知覚と

制御感の交互作用効果も有意であり（p < 0.05）、制御感が高い場合、混雑感の水準に関

わらず多様性追求行動意図は高くなるのに対して（平均値（標準偏差）は順に 5.81

（0.98）および 5.58（1.10））、制御感が低い場合は混雑感が高くなるにつれて多様性追求

意図も高くなっていた（5.47（0.82）＞4.42（2.02））。 

 

図表 5-17：仮説の検証結果（京都） 
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出典：著者作成 

 

 

これら 3 都市の結果を総合すると、混雑感知覚が多様性追求行動意図を促進する仮説 1

は全体的に支持される傾向が示された。ただし、一部の都市では統計的有意性が確認さ

れなかったため、仮説１は部分的に支持される結果となった。また、制御感が混雑感知

覚と多様性追求行動意図の関係において調整的役割を果たすとする仮説 2 については、

一部の条件下で統計的に有意な交互作用が確認されたものの、都市ごとにその効果の違

いが見られたよって、仮説２も部分的に支持されることとなった。 

以上の結果を基に、次章では仮説 1 および仮説 2 の検証結果をまとめるとともに、混

雑感知覚、制御感、多様性追求行動の関係性について考察を行う。さらに、これらの結

果から得られる理論的・実務的な示唆について議論を進める。 
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第6章 検証結果のまとめと考察 

本章では、まず、第 1 節で検証結果を簡潔にまとめ、仮説の支持状況とその妥当性を

確認する。第 2 節では、結果の考察を通じて、本研究が示唆する理論的・実務的な貢献

について議論する。 

第1節 検証結果のまとめ 

本研究では、混雑感知覚、制御感、多様性追求行動意図の関係性を明らかにするた

め、京都、東京、北海道の 3 都市を対象に調査を実施し、仮説 1 および仮説 2 の検証を

行った。その結果、混雑感知覚が多様性追求行動意図を促進するという仮説 1 は、多く

の条件下で支持される傾向が示されたが、一部の都市では統計的有意性が確認されなか

った。また、制御感が混雑感知覚と多様性追求行動意図の関係を調整するという仮説 2

については、いくつかの条件下で統計的に有意な結果が得られたものの、都市ごとにそ

の効果には違いが見られた。 

H1：混雑感知覚が高まるほど、多様性追求行動意図が促進される。 

混雑感知覚の主効果について、東京と北海道では一貫して有意な結果が得られ、京都

では有意水準に近い結果が示された（p = 0.133）。具体的には、京都では高混雑度条件の

多様性追求行動意図の平均値が低混雑度条件に比べて高い傾向が観察された（p = 

0.133）。一方、東京（p = 0.020）および北海道（p = 0.014）では有意な結果が得られ、仮

説 1 が部分的に支持された。 

H2：多様性追求行動意図について、制御感と混雑感知覚の間には交互効果がある。す

なわち、制御感が低い場合には混雑感知覚が高まるほど多様性追求行動意図が高まるい

っぽう、制御感が高い場合は混雑感知覚に関わらず多様性追求行動意図は高くなる。 

制御感の調整効果については、京都と北海道で特に顕著であった。京都では、制御感

の主効果が有意であり（p = 0.006）、制御感が低い条件下で混雑感知覚が多様性追求行動

意図をより顕著に促進する傾向が確認された。また、混雑感知覚と制御感の交互作用効

果も有意であった（p = 0.019）。北海道でも、混雑感知覚と制御感の交互作用効果が有意

であり（p < 0.001）、制御感が低い場合に混雑感知覚が多様性追求行動意図を大きく促進

することが明らかになった。一方、東京では制御感の主効果が有意であったが（p < 

0.001）、交互作用効果は有意水準に近い結果が得られた（p = 0.104）。これにより、東京

では制御感の調整効果が他の都市に比べて弱いことが示唆された。 

さらに、3 都市間で比較した場合、混雑感知覚の主効果は全ての都市で認められたが、

制御感による調整効果には都市間で違いが見られた。京都と北海道では、観光地の特性

が心理的反応に大きな影響を与え、制御感と混雑感知覚の交互効果が確認され、混雑感

が多様性追求行動意図に与える効果が制御感の水準によって異なることがに示された。

一方、東京では混雑感知覚の主効果が強く観察されたものの、制御感の調整効果が限定

的であることが分かった。この差異は、各都市の観光環境や混雑状況、あるいは調査対

象者の構成の違いに起因する可能性がある。 

以上のように、混雑感知覚が多様性追求行動意図を促進する仮説 1 は部分的に支持さ

れた。また、制御感が調整的役割を果たす仮説 2 については、京都と北海道で支持され、
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東京では限定的な結果となった。 

 

第2節 考察 

本研究の検証結果から、混雑感知覚が多様性追求行動意図を促進することが明確にな

り、この効果が制御感の調整を受けることも確認された。混雑感知覚が引き起こす心理

的影響により、観光客が新たな選択肢や体験を探求する傾向が強まるという仮説 1 の結

果は、従来の消費者行動研究や観光行動研究における補償行動に関する既存研究を支持

するものである。特に、京都および北海道での結果は、制御感が心理的補償行動におい

て重要な役割を果たすことを示唆している。 

一方、東京において制御感の調整効果が限定的であった点は注目に値する。これは、

東京特有の観光環境、すなわち選択肢が多岐にわたる都市環境や観光客が混雑に慣れて

いる可能性が影響していると考えられる。このような環境では、制御感が観光客の行動

に及ぼす影響が限定的であることを示唆している（Machleit et al., 1994）。 彼らの研究で

は、都市部における混雑が消費者の選択肢に及ぼす心理的影響は、特定の条件下で弱ま

る可能性が示された。 

さらに、京都と北海道において見られた混雑感知覚の影響の強さは、観光地の広がり

や自然環境がもたらす心理的要因と関係している可能性がある。この点についても、混

雑の影響が空間的特性によって異なることが示されている（Stokols, 1972; Zehrer & Raich, 

2016）。 これらの都市では、混雑感の感じ方が訪問者の行動選択に直接的に影響を与え

ており、観光地の管理において混雑感の適切な制御が重要であることが示唆された。 

本研究の結果は、観光地のマーケティングや観光客誘致戦略において、混雑感知覚と

制御感を考慮する重要性を強調している。特に、混雑が避けられない状況下でも、制御

感を高める施策（例えば、案内情報の明確化や行動の自由度を感じられる体験の提供）

が、観光客の満足度や行動意図を向上させる可能性がある。 

次章では、本研究の結果を基に、理論的および実務的な示唆について議論する。また、

本研究の限界や今後の課題についても検討し、より広範な視点から本研究の意義を明確

にする。 
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第7章 結論  

第1節 提言 

本研究の結果、混雑感知覚が制御感の高低によって多様性追求行動意図に与える影響

が大きく異なることが明らかになった。制御感が低い旅行者の場合、混雑感知覚の上昇

により、多様性追求行動意図が顕著に強化され、コントロール感の欠如による心理的不

快感を補償しようとする傾向が見られた。一方、制御感が高い旅行者においては、この

補償効果は弱く、混雑感を感じても安定性や計画性を優先する傾向が示された。この分

析結果を踏まえ、以下の提言を行う。 

第一に、制御感が低い旅行者を対象とした観光サービスには、多様性と柔軟性を重視

する設計が求められる。たとえば、環境の変化に応じた新規アクティビティを動的に推

薦するシステムの導入や、探索性や偶発性を楽しむことができる旅程の提供が有効であ

る。 

第二に、制御感が高い旅行者向けには、安定性と計画性を重視したサービスを提供す

ることが重要である。リアルタイムで更新可能な旅程管理ツールや、文化的深度体験を

提供する固定行程などが、彼らのコントロール感と安心感を強化する助けとなる。 

また、本研究は、混雑感知覚と制御感が旅行者の心理や行動に与える影響を明らかに

し、観光地管理者、旅行代理店、および観光関連製品・サービス提供者に対する実務的

提言を提供する。 

まず、観光地管理者にとって、混雑状況に応じた動的な管理の重要性が浮き彫りとな

った。具体的には、混雑を緩和するためのリアルタイムな観光体験の提案や分散型エリ

アの設計が求められる。また、旅行者の心理的特性、特に制御感の高低を考慮した対応

が有効である。例えば、制御感が低い旅行者には多様性や柔軟性を重視した選択肢を提

供し、制御感が高い旅行者には計画性と安定性を支援する環境を整えることで、より高

い満足度を得ることが期待できる。 

次に、旅行代理店にとっては、顧客ターゲティングの精緻化が大きな意義を持つ。本

研究の知見は、旅行頻度や心理特性に基づく商品設計に役立つ可能性がある。具体的に

は、例えば「深度体験を重視する商品」としては、旅行先の文化や歴史を掘り下げたガ

イドツアーや、現地の伝統的な体験型アクティビティ（例：工芸品制作、料理教室）な

どが挙げられる。また、「多様性を重視する商品」としては、複数の目的地を自由に選択

できるパッケージツアーや、現地の隠れた観光スポットを含む柔軟な行程が考えられる。

このような商品設計により、幅広い顧客ニーズに応えることが可能になる。さらに、動

的にカスタマイズ可能なサービスの提供も重要である。個々の旅行者のニーズに対応し

た柔軟な旅程やアクティビティの提案は、不確実性の高い市場環境において競争優位性

を高める鍵となる。 

最後に、観光関連製品・サービス提供者にとって、旅行者の心理的特性に基づいたサ

ービス設計が鍵となる。例えば、制御感が低い旅行者に対しては、制御感を一時的に高

めるための選択肢を提示することが有効である。この選択肢には、旅行者自身で計画や

決定を行えるような柔軟なサービスや情報提供を通じて、安心感と自由度を高める施策
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が含まれる。一方、制御感が高い旅行者に対しては、計画性や安定性を強調したサービ

スが満足度の向上に寄与する可能性が高い。また、ポストコロナ時代の心理的補償ニー

ズに応えるため、多様性追求行動を促進する商品やサービスの開発が求められる。異文

化体験やカスタマイズ可能なサービスは、新しい市場価値を創出する重要な手段となる。 

 

第2節 インプリケーション 

第1項 理論的貢献 

本研究は、混雑感知覚、多様性追求行動意図、および制御感の相互作用に注目し、以

下の 2 点において理論的貢献をもたらしたと考えられる。 

第一に、混雑感知覚と多様性追求行動意図に関する研究を小売分野から観光研究に拡

張した点である。これまで、多様性追求行動意図の影響要因としての混雑感については、

消費者行動研究では特に小売の文脈で主に検討されてきた。本研究は、これを観光分野

に応用し、観光地という特定の社会的・空間的環境における混雑感が、旅行者の心理的

補償行動としての多様性追求行動意図をどのように促進するかを経験的に検討した。こ

の成果は、観光行動研究における補償的行動に関する既存研究の適用可能性を示すとと

もに、新たな理論的枠組みの構築に寄与するものである。 

第二は、多様性追求行動意図の影響要因としての混雑感が多岐にわたる中で、本研究

は特に混雑感知覚と制御感に焦点を当て、その相互作用が多様性追求行動意図に与える

影響を、中国人観光客の視点から明らかにした点である。具体的には、制御感の高低が

混雑感知覚の影響を調整することを経験的に示し、制御感が低い場合には混雑感が多様

性追求行動意図を大きく促進する一方、制御感が高い場合にはその影響が緩和される傾

向が確認された。また、2024 年の最新データを用い、日本の 3 都市（北海道、東京、京

都）を対象に調査を実施することで、各都市の文化的差異がこのメカニズムに及ぼす調

整効果を検証した。この結果は、観光行動における各都市の文化的差異の重要性を再認

識させ、グローバルな観光業界の文脈で多様性追求行動意図の理解を深化させるもので

ある。 

 

第2項 実務的貢献 

本研究は、観光地管理者、旅行代理店、および観光関連製品・サービス提供者に対す

る実務的示唆を提供する。 

まず、観光地管理者にとって、混雑状況に応じた動的な管理の重要性を示すことで、

特に観光客の制御感を考慮したきめ細かな観光地管理のための示唆を提供した。 

次に、旅行代理店に対しては、旅行者の心理特性に基づく商品設計や柔軟なサービス

提供の有効性を指摘し、顧客ターゲティングの精緻化による競争力向上の可能性を提供

した。 

最後に、観光関連製品・サービス提供者に対しては、旅行者の心理的特性に応じたサ

ービス設計の重要性を提示した。具体的には、制御感が低い旅行者には柔軟性や自由度

を高める施策を、制御感が高い旅行者には計画性や安定性を強調したサービスを提供す

ることが有効である。また、ポストコロナ時代の心理的補償ニーズに対応し、多様性追
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求行動を促進する商品やサービスの開発が新しい市場価値を創出する鍵となると考える。 

 

第3節 研究の限界と展望 

第1項 構成概念妥当性 

本研究では、旅行者の多様性追求行動意図を測定するために行動選択肢を設計し、分

析を行った。しかし、構成概念妥当性に関していくつかの限界が認められる。 

第一に、行動選択肢が旅行者の多様性追求を十分に反映していなかった可能性がある

点である。当初の設想としては、Kim et al. (2022) の研究の研究を参考にし、観光地にお

いて旅行者に複数の観光スポットを選択させることで、多様性追求行動意図を測定する

方法を試みた。しかし、このアプローチでは結果が得られにくいという課題があったた

め、最終的に現在採用している方法へと変更した。本研究で用いた選択肢は、被験者の

多様性追求行動意図を測定する枠組みとして設計されたが、選択肢そのものが多様性を

含む形で構築されていなかった可能性が指摘される。具体的には、以下のような問題が

生じた可能性がある。 

ひとつは、異なるカテゴリーの選択肢が被験者によって同一視される場合があり、多

様性の幅広さが十分に表現されなかった点である。 

もうひとつは、同じカテゴリーの選択肢が被験者によって異なるものと認識され、解

釈が統一されなかった可能性である。このことは、行動選択肢の設計段階で多様性追求

が正確に反映されているかを検討する必要性を示唆している。 

第二に、本研究ではデータ収集方法として自己記入式のアンケートを採用したため、

回答者の主観的なバイアスが結果に影響を及ぼした可能性がある点が挙げられる。特に、

社会的望ましさバイアスが存在する場合、回答者が実際の行動や心理よりも、社会的に

好ましい回答を選ぶ傾向がある。このようなバイアスは、研究結果の信頼性や解釈の正

確性に影響を与える可能性があるため、注意が必要である。 

以上の限界を踏まえ、今後の研究では以下の改善点が考えられる。第一に、行動選択

肢の設計を改善し、多様性追求行動意図をより正確に反映する選択肢を構築することが

必要である。具体的には、十分なプリテストを実施し、被験者の認識や特性に適合した

選択肢を作成することが求められる。また、被験者ごとの異なる解釈を考慮し、多様性

をより精密に表現できる項目設計を行うことが重要である。第二に、複合的な測定方法

を導入することが挙げられる。多様性追求行動意図を測定する際、包括的な尺度を用い

た心理的状態の測定や、実際の行動選択の観察を含む複合的手法を採用することで、測

定の精度を向上させることが期待される。さらに、データ収集においては、観察データ

や行動追跡データなどを活用することで、主観的バイアスを補完し、内的妥当性を向上

させることが期待される。たとえば、被験者の実際の行動データを取得し、それを心理

的測定データと組み合わせることで、多様性追求行動意図の動機と行動選択の関連性を

より深く理解できる可能性がある。 

 

第2項 内的妥当性 

内的妥当性の観点からいくつかの限界が認められる。第一に、本研究が設定したモデ



 

39 

 

ルにおいて、混雑感知覚が多様性追求行動意図に影響を与えると仮定しているが、その

他の潜在変数が影響を及ぼしている可能性を完全に排除することはできない。たとえば、

混雑感知覚による心理的ストレス、旅行中の満足度の変化、あるいは同行者や周囲の社

会的影響が、多様性追求行動意図に何らかの影響を与えている可能性が考えられる。こ

れらの潜在変数をモデルに組み込むことで、関係をより正確に把握できる可能性がある。 

第二に、混雑感知覚と制御感の間に因果関係や相互作用が存在する可能性については

十分に検討されていない。すなわち、混雑感知覚と制御感が多様性追求行動に与える影

響を正確に把握するためには、混雑感知覚が引き起こす心理的ストレスや、旅行者が感

じる自由度や満足度といった心理的変数、さらには周囲の社会的影響をモデルに組み込

む必要があると考えられる。例えば、混雑感知覚による制御感の低下が、心理的なスト

レスを通じて多様性追求行動を促進する可能性や、旅行者の満足度や行動意図に間接的

な影響を与える可能性について検討することが重要である。この点に関するさらなる分

析が行われれば、両者のメカニズムをより詳細に理解するための重要な知見が得られる

と考えられる。 

これらの限界を克服するために、今後の研究では以下の展望が考えられる。まず、潜

在変数の影響を特定するため、より複雑な因果モデルの検討や実験的デザインの導入が

必要である。具体的には、潜在変数（例：ストレス、満足度、社会的影響）を組み込ん

だ構造方程式モデル（SEM）の適用や、実験条件を操作することで因果関係を検証する

アプローチが有効である。 

 

第3項 外的妥当性 

外的妥当性の観点から、以下の限界が指摘される。 

まず、データ収集が特定の観光地（京都、東京、北海道）と特定の国籍（中国人観光

客）に限定されている点が挙げられる。このため、他の観光地や異なる文化圏において、

同様の結果が得られるかについては検証されておらず、一般化可能性に制約がある可能

性がある。たとえば、地方都市や新興観光地では混雑感や多様性追求行動意図に関する

心理的メカニズムが異なる可能性があり、それらの地域特有の観光行動を考慮する必要

がある。 

さらに、本研究のサンプル構成において、若年層や高旅行頻度者が多いという偏りが

確認されており、これが研究結果の一般化可能性に影響を及ぼす可能性がある。特に、

高齢層や初めて海外旅行をする層の行動特性は、本研究の対象サンプルには十分に反映

されていない可能性がある。このようなサンプルの偏りは、観光行動の多様性を十分に

捉えきれない結果をもたらすリスクを孕んでいる。 

これらの限界を踏まえ、今後の研究では外的妥当性を向上させるために、より多様な

データ収集が求められる。具体的には、他の文化圏や観光地（例：地方都市、新興観光

地）を対象としたデータ収集を行い、異なる社会的・文化的文脈における結果の妥当性

を検証することが必要である。また、多国籍のサンプルや異なる年代層を含むサンプリ

ングを実施することで、研究結果の普遍性を高めることが期待される。たとえば、欧米

の観光客や東南アジアの新興市場の旅行者を対象とした調査を通じて、混雑感知覚や多

様性追求行動意図における文化的相違を明らかにすることは、有益な知見を提供する可
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能性がある。 

 

第4項 その他の限界 

その他、本研究にはいくつかの限界が存在する。 

まず、本研究の分析はポストコロナ時代の観光行動に特化して行われたため、新型コ

ロナウイルス以外の社会的・経済的要因が観光行動に及ぼす影響は十分に考慮されてい

ない点が挙げられる。例えば、気候変動や経済危機といった要因は、旅行者の行動や心

理に多大な影響を及ぼす可能性がある。特定の観光地における自然災害や経済的な不安

定性は、旅行者の選択肢や行動パターンを大きく変えることが考えられるが、これらの

要因については本研究では対象外とされている。このため、研究結果の解釈においては、

これらの要因が考慮されていないことを認識する必要がある。 

また、質問票調査の翻訳プロセスにおける微妙な言語的違いが、結果に影響を与えた

可能性がある。特に、本研究では中国人観光客を対象とした調査を行ったため、質問票

を英語→日本語→中国語に翻訳する際に、意味の微妙なニュアンスが完全に一致してい

ない可能性がある。このような翻訳の不一致は、回答者が質問項目を解釈する際の主観

的な違いを引き起こし、研究結果にバイアスをもたらした可能性がある。 

これらの限界を踏まえ、今後の研究では以下の対応が考えられる。まず、ポストコロ

ナ時代以外の社会的・経済的要因を考慮に入れたより包括的なモデルの構築が必要であ

る。例えば、気候変動や経済危機の影響を組み込むことで、観光行動に影響を与える多

様な要因をより包括的に理解することが可能となる。また、翻訳プロセスにおいて専門

家レビューを導入し、多言語間の整合性を確保することも重要である。翻訳後のプリテ

ストを実施することで、異文化間の認識の差異を事前に特定し、調査項目の精度を向上

させることが期待される。 

以上のような限界はあるものの、本研究では混雑感知覚と制御感が旅行者の多様性追

求行動に与える影響を明らかにし、観光地管理やマーケティング戦略の設計に重要な示

唆を提供した。観光業界は今後さらなる発展が見込まれる重要な成長分野であるが、旅

行者の多様化するニーズに応えるためには、心理的要因を考慮した包括的な分析が欠か

せない。本研究の知見は、観光地における満足度向上や行動意図の促進に寄与する可能

性を示唆しており、特に観光業界のグローバル化に伴う文化的多様性への対応において

重要である。 

さらに、観光客のさまざまな行動をもたらす影響要因の特定により、観光地管理者や

旅行代理店がより効果的な施策を展開するための具体的な指針が提供される。本研究で

得られた知見を基に、観光地での動的な管理の重要性や旅行者の心理的特性に応じたサ

ービス設計の可能性が浮き彫りとなった。 

最後に、観光業界がさらに発展を遂げるためには、気候変動や経済危機といった外部

要因、または文化的背景や社会的要因を組み込んだ研究が求められる。これにより、観

光地の持続可能な発展と旅行者の満足度向上の両立が実現されることが期待される。 
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